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滋賀医科大学雑誌投稿規程
(内　容)
第1本誌には,和文又は欧文の原著,総説,症例
報告, CPC等を掲載する.
(投稿資格)
第2　投稿者は,滋賀医科大学に所属する研究者,
又は編集委員会が認めた者とする.
(論文の受付)
第3　論文原稿は,編集委員会(滋賀医科大学附属
図書館内)あて3部(オリジナル1部,コピー
2部)提出する.編集委員長は,受付年月日を
記した原稿受領書を投稿者に交付する.
(論文の受理)
第4　原稿は,別に定める「滋賀医科大学雑誌投稿
手引」に従い,内容,体裁が整ったものでなけ
ればならない.投稿原稿の受理は,編集委員会
で決定し,投稿者に通知する.
(校　正)
第5　原稿の校正は,著者の責任において行う.内
容及び組み版面積に影響を与える改変は許され
ない.
(掲載料)
第6　論文の掲載料と別刷り代は,全額著者の負担
とする.
(依頼原稿)
第7　編集委員会が特に必要と認めたときは,本学
内外に論文の寄稿を依頼し,本誌に掲載するこ
とができる.この場合,掲載料は徴収しない.
滋賀医科大学雑誌投稿手引
(目　的)
第1　この手引は, 「滋賀医科大学雑誌投稿規程」の
定めるところにより,論文原稿の取扱いについ
て必要な事項を定めるものである.
(論　文)
第2　論文は,原則として日本語,英語,ドイツ語,
又はフランス語によるものとし,次の各号に掲
げる点に留意して作成したものでなければなら
'SB
l　論文は,和文では, A4版400字詰め横書き原
稿用紙を用いたもの(ワードプロセッサー使用
の場合は, A4版に30字×25行とする),又欧文
では, A4版のタイプ用紙にダブル・スペース
でタイプしたものとする.
2　論文の記載順序は, ①表題, ②著者名(ロー
マ字表記を付ける), ③所属, (り欄外見出し, ⑤
原稿の枚数,図・表の数, (◎連絡先, (訂キーワ
-ド, ⑧欧文抄録, ⑨本文, ⑳文献とし, ①～(9
は表紙として1枚にまとめること.なお,欧文
論文の場合には,更に和文抄録を付けること.
3　和文の表記は,原則として, 「常用漢字表」(昭
和56年内閣訓令第1号), 「送り仮名の付け方」
(昭和48年内閣訓令第2号), 「現代仮名遣い」
(昭和61年内閣訓令第3号)によるものとする.
4　医学用語は,日本医学会選定のものを用いる
こと.
5　ラテン語の学名はイタリックで,日本語の動
植物名は片仮名で書く.
6　略語は,国際的慣例に従い,単位及び単位記
号は,国際単位系による(例:nm, 〟m, 〟g,
〟1, Hz等).
7　外国人名は,原綴のままとする.国名等は,
原字又は片仮名で書く.
8　本文中の引用は,その右肩に番号を付けるか,
又は著者名と年号を記載する.後者の場合,著
者が3名以上であるときは,第1著者名の後に
ttら"又は　et al.を付ける.
末尾文献表は,番号の場合は引用順,著者
名の場合はアルファベット順とする.著者は
略さず全員を掲げる.記載順序は, (∋著者名
(発行年), ②論文表題, ③雑誌名, ④巻次,
⑤始め-ll終わりページとする.雑誌名の省略
は, 'IndexMedicus　及び『医学中央雑誌』
の略名表によるものとする.単行本の場合は,
①著者名(発行年), ②書名, ③版次, ④引用
ページ, ⑤発行所, ⑥発行地とする.
記載例
King, S.J., Reilly, K., Dawes, J. & Miller,
H.R.P. (1985) The presence in blood of
both glycosammoglycan and mucosal mast
cell protease following systemic ana-
phylaxis in the rat. Int. Arch. Allergy Appl.
Immunol. 76, 286-288.
Goldstein, A., Aronow, L. & Kalman, S.
M. (1968) Principles of Drug Action. 343-
428. Harper & Row, New York.
Gross, D. (1974) Pain and the autonomic
nervous system. In 'Advances in Neurol-
ogy, Vol. 4, Pain", ed. by J.J Bomca. 93-
103. Raven Press, New York.
松井成一(1976)　再生時の肥肝細胞の組
織化学的研究.京都府医大誌　85, 483-492.
梶川欽一郎(1984)　結合組織　9-17.
金原出版,東京.
9　本文,文献,抄録等,欧語はすべてタイプで
記す.
10　図,表は,別に添付し,本文中には,図表が
挿入されるべき位置,アート紙使用の有無を明
示しておくこと.
(抄　録)
第3　抄録は,次の各号に掲げる点に留意して作成
すること.
1　抄録は,すべて英文とし,本文が欧文の場合
は,和文抄録をも付ける.
2　和文抄録の記載順序は, ①表題, ②著者名,
③所属, (り抄録本文とする.
3　抄録の長さは,和文では800字以内,欧文では
300語以内とする.
(掲載料の請求)
第4　掲載料は,論文受理決定の日から1か月以内
に請求する.投稿者は,請求のあった日から2
週間以内に,全額を納入しなければならない.
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原　　著
Preferential Binding of Benzo (a) pyrene and Dimethylnitrosamine to the Nuclear Matrix
Hisao UEYAMA, Takao MATSUURA, Noboru YAMAGUCHI and Kiyoshi UEDA-・-・・- 5
塩酸ジルチアゼムの抗狭心症作用と運動耐容能の反応様式の個人的特性
西川俊介
Cardiac and Somatic Afferent Convergence onto Neurons in Nucleus Ventralis Postero-
lateralis of Cat Thalamus
Hisao TAGUCHI
覚醒犬における冠動脈収縮剤並びに拡張剤に対する心外膜冠動脈の反応性
-狭心症の発症機構と治療について-
山口信一郎
先天性心疾患に対する姑息的手術症例の検討
森　渥視、尾上雅彦、麻柄達夫、中村艮雄、渡田正二、田畑良宏、岡田慶夫、藤関義樹、
服部政憲、藤野英俊、島田司巳、西川昭彦、西川　望、天方義邦、川西克幸、坂本　力、
山崎　武
超低体温下、拍動流体外循環の臓器局所組織内血流量におよぼす影響
-特に肝臓、揮臓、腎皮質、腎髄質について-
渡辺和朗、森　渥視、尾上雅彦、岡田慶夫
滋賀県における変死者の中毒死の実態
山本好男、野瀬真理子、龍野嘉昭
Increased Mast Cells in Paraquat Lungs with Special Reference to Their Staining
Characteristics
Ryoji KUSHIMA, Naoki ARIZONO, Osamu KORETOU, Yasuhiro IWAI and Osamu
TAKEOKA
In vitro and in vivo Antiherpesvirus Activity of 1-β-D-arabinofuranosylthymine and
Related Agents
Megumi TAKAHASHI and Yoshikatsu OZAKI
A Case of Malignant Fibrous Histiocytoma -The Use of Tissue Culture for Identifica-
tion of the Histiocytic Nature of the Tumor Cells-
Hidetoshi OKBE, Minoru IMOKAWA, Yukio OCHI, Masaki KOKUHO, Eisuke
HAYASHIDA, Tadao TOMOYOSHI and Osamu TAKEOKA105
